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はじめに

本書『Solarisハードウェア互換リスト』は、Oracleの公開Webサイトにある
Hardware Compatibility List (HCL)へのリンクを提供しています。HCLでは、x86プ
ラットフォーム上の Solarisオペレーティングシステムでの動作が検証または報告さ
れているシステムおよびコンポーネントを確認できます。

また、本書『Solarisハードウェア互換リスト』は、Hardware Certification Test Suite
(HCTS)へのリンクも提供しています。HCTSテストに通ると、使用しているハード
ウェアをCertifiedとしてHCLに載せることができます。

注 –この Solarisのリリースでは、SPARCおよび x86系列のプロセッサアーキテク
チャーをサポートしています。サポートされるシステムについては、Solaris OS:
Hardware Compatibility Lists (http://www.sun.com/bigadmin/hcl)を参照してくださ
い。本書では、プラットフォームにより実装が異なる場合は、それを特記します。

本書の x86に関連する用語については、以下を参照してください。

■ 「x86」は、64ビットおよび 32ビットの x86互換製品系列を指します。
■ 「x64」は、具体的には 64ビット x86互換CPUを指します。
■ 「32ビット x86」は、x86をベースとするシステムに関する 32ビット特有の情報
を指します。

サポートされるシステムについては、Solaris OS: Hardware Compatibility Listを参照し
てください。

対象読者
このマニュアルは、独立系ハードウェアベンダー (IHV)、ハードウェア製造業者、シ
ステムインテグレータ、およびエンドユーザーを対象としています。このマニュア
ルは、Solaris OSで動作するハードウェアのリストの参照先を示します。また、この
マニュアルでは、ハードウェアをリストに追加する方法も説明します。
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マニュアル、サポート、およびトレーニング
追加情報については、以下のWebサイトを参照してください。

■ マニュアル (http://docs.sun.com)
■ サポート (http://www.oracle.com/us/support/systems/index.html)
■ トレーニング (http://education.oracle.com) –左側のナビゲーション
バーの「Sun」リンクをクリックしてください。

コメントを歓迎します
Oracleは、マニュアルの品質と有用性に関するお客様のコメントや提案を歓迎いた
します。誤りや改善のための提案がございましたら、http://docs.sun.comにアクセ
スし、「Feedback」をクリックしてください。マニュアルのタイトルとパート番号と
ともに、わかる場合は章、節、およびページ番号を示してください。返信が必要か
どうかもお知らせください。

Oracle Technology Network (http://www.oracle.com/technetwork/index.html)で
は、Oracleソフトウェアに関連する多様なリソースを提供しています。

■ 技術的な問題や解決策については、ディスカッションのフォーラム (http://
forums.oracle.com)をご利用ください。

■ 「Oracle By Example (http://www.oracle.com/technology/obe/start/
index.html)」では、実践的で詳細な手順の情報を入手できます。

■ サンプルコード (http://www.oracle.com/technology/sample_code/index.html)をダ
ウンロードできます。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

表P–1 表記上の規則

字体 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード例
を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイ
ルを表示します。

machine_name% you have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

はじめに
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表 P–1 表記上の規則 (続き)
字体 意味 例

aabbcc123 変数を示します。実際に使用する特定の名
前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、 rm

filenameと入力します。

AaBbCc123 書名、新しい単語、および強調する単語を
示します。

『ユーザーズガイド』の第 6章
を参照してください。

「キャッシュ」は、ローカルに
保存されるコピーです。

ファイルを保存しないでくださ
い。

注:オンラインでは、強調される
項目は太字で表示されることが
あります。

コマンド例のシェルプロンプト
Oracle Solaris OSに含まれるシェルで使用する、UNIXのデフォルトのシステムプロン
プトとスーパーユーザープロンプトを次に示します。コマンド例に示されるデ
フォルトのシステムプロンプトは、Oracle Solarisのリリースによって異なります。

表P–2 シェルプロンプト

シェル プロンプト

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェル

$

スーパーユーザー用の Bashシェル、Korn
シェル、および Bourneシェル

#

Cシェル machine_name%

Cシェルのスーパーユーザー machine_name#

はじめに
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ハードウェア互換リスト

ハードウェア互換リスト (Hardware Compatibility List、HCL)には、x86プラット
フォーム上の Solarisオペレーティングシステム (Solaris OS)での動作が検証または報
告されているハードウェアが記載されています。Hardware Certification Test Suiteを使
用すると、新しいハードウェアを検証してリストに追加できます。

Hardware Compatibility List (HCL)
Hardware Compatibility List (HCL)には、Solaris OSと互換性のあるハードウェアが記載
されています。個々のリストでは、最新の Solaris OS商用バージョンおよび開発
バージョンと互換性のあるシステムおよびコンポーネントを確認できます。リスト
を表示するには、http://www.sun.com/bigadmin/hclを参照してください。この
ページの下部にはコンマ区切り (CSV)形式のHCLへのリンクがあり、これを使うと
表計算ドキュメントやデータベースとしてリストの検索やソートをすることができ
ます。また、このページの下部には、旧バージョン Solaris OSのハードウェア互換リ
ストへのリンクもあります。

ハードウェアベンダーやユーザーは、製品をHCLに追加申請できます。HCLは、次
の 2つのセクションに分類されます。CertifiedとReported to Workです。HCTSを使
用すると、ハードウェアをCertifiedとして追加できます。HCTSを使用しない場合
は、Reported to Workとしてハードウェアを追加できます。

Certified Oracle Certifiedのハードウェアには、Hardware Certification Test Suite (HCTS)によるテス
トに通ったハードウェアがすべて含まれています。

Reported to Work このカテゴリに分類されているハードウェアは、Solaris OSで動作することが報告されて
います。Oracleは、ユーザーコミュニティーからのデータの提供を歓迎しています。こ
のカテゴリにハードウェアを追加する場合は、HCTSを実行する必要はありせん。

Oracleサービスは、CertifiedとReported to Workの両方のハードウェアに対して
Oracleサポートを提供します。

1第 1 章
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Hardware Certification Test Suite (HCTS)
Hardware Certification Test Suite (HCTS)には、システムとコンポーネントの検証テス
トが含まれています。HCTSテストは、x86ベースのサーバー、ラップトップシステ
ムおよびデスクトップシステム、マザーボードのほか、さまざまなネット
ワーク、記憶装置、およびシリアル入出力コントローラが、Solaris OSで動作するか
を検証します。HCTSはログファイルを収集し、テスト結果の合格または不合格を決
定した後、最終のテストレポートを生成します。HCTSテストに通ったハードウェア
は、Hardware Compatibility List (HCL)にCertifiedとして追加できます。

HCTSの使用方法については、http://www.sun.com/bigadmin/hcl/hctsを参照してく
ださい。

Hardware Certification Test Suite (HCTS)
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